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平成１８年３月期 第３四半期財務・業績の概況（連結）   平成１８年１月２７日 

上場会社名   昭和ゴム株式会社 

（ＵＲＬ http://www.showa-rubber.co.jp）            （コード番号 ５１０３ 東証第二部） 

                             本社所在都道府県  千葉県 

代表者役職氏名      代表取締役社長   山口 紀夫 

問合せ先責任者役職氏名  取締役総務部長   佐藤 一石         ＴＥＬ ０４－７１３１－０１８１ 

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

 ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ： 無 

 ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

 ③ 連結および持分法の適用範囲の異動の有無      ： 無 

 

２．平成１８年３月期第３四半期の業績概況（平成１７年４月１日～平成１７年１２月３１日） 

（１）経営成績（連結）の進捗状況            （単位：百万円 百万円未満切捨て 以下同じ） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％ 

18年 3月期第 3四半期  2,503 △ 1.6  △ 15  ―  △ 17 ― 

17年 3月期第 3四半期  2,543 0.0    27 ―  18 ― 

(参考)17年 3月期  3,450 ―    60 ―  56  

 

１ 株 当 た り 四 半 期 潜 在 株 式 調 整 後  
四半期（当期）純利益 

（ 当 期 ） 純 利 益 １株当たり四半期（当期）純利益 

 百万円 ％ 円 銭  円 銭  

18年 3月期第 3四半期       △  95 ― △ 1.17  －  

17年 3月期第 3四半期           17 ― 0.21  －  

(参考)1 7年 3月期           50 ― 0.37  －  

(注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示す。 

 

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

（工業用品事業） 

 当事業は、ゴムライニングが業界の設備投資の増加に伴い受注が増加し好調に推移いたしました。型物はガスケット関

連が好調に推移しましたがその他型物関係が低調でありました。また、洗浄装置は10月以降受注が増加し好調に推移した

ため、売上高は前年同期比3.1%増の1,139,877千円となりました。 

 

（食品医療用品事業） 

 当事業は、哺乳器用乳首は海外向けは好調でしたが、国内向けは少子化の影響を受け低調に推移しました。特殊精密型

物製品は新製品の上市が遅れ低調でしたので、売上高は前年同期比1.6%減の396,175千円となりました。 

 

（スポーツ用品事業） 

 当事業は、ソフトテニスボールは前連結会計年度に実施した値上げによる前倒し受注の反動を上期に受けましたが、当

四半期で回復させることが出来ず低調に推移しました。軟式野球ボールは新意匠ボールの発売ならびに値上げ効果により

好調に推移しました。また、テニスウェアを中心とするルーセント商品とスポーツ施設工事は好調でしたが、売上高は前

年同期比6.5%減の967,753千円となりました。 

 

（その他の事業） 

 当事業は、アクアセラミックス事業であります。今期は受注に至らず売上はありませんでした。 

 

 



 2

 以上の結果、連結売上高は、前年同期比1.5%減の2,503,806千円となりました。損益面におきましては、諸経費の削減

に努力いたしましたが、経常損失は17,098千円（前年同期は経常利益18,426千円）、当期純損失は95,331千円（前年同

期は当期純利益17,063千円）となりました。 

 

（２）財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株 主 資 本 比 率 
１ 株 当 た り 

株 主 資 本 

  百万円   百万円   ％   円 銭 

18年3月期第3四半期  6,854   3,838   56.0     47 01 

17年3月期第3四半期  6,904   3,899    56.5     47 76 

(参考)17年３月期  6,995   3,931   56.2     48 15 

 

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

 当四半期における総資産は6,854,042千円となり、前年同期比50,948千円の減少となりました。その主なものとして、

資産の部において減損会計適用により有形固定資産が減少しております。負債の部は長期借入金の返済による減少があり

ましたが、支払手形、退職給付引当金等の増加により10,451千円増加しております。 

 なお、株主資本は3,838,371千円となり、株主資本比率は56.0%と当四半期において0.5％悪化し、前年同期より減少し

ております。 

 

[参考] 

平成１８年３月期の連結業績予想（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

  売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円  百万円  百万円  

通       期 3,463  39  △42  

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）    △ 0円51銭 

※ 業績予想につきましては、現時点において合理的と判断するデータに基づいて作成しており、実際の業績は 

  今後の様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 

 

[業績予想に関する定性的情報等] 

 国内経済は回復基調で推移しておりますが、原油価格高騰の傾向には変化が見えず今後も予断を許さない状況に置かれ

ています。このような環境のなか、当企業集団を取り巻く環境は依然として一層厳しい状況が続くものと思われますが、

引き続き生産性の向上と諸経費の削減に努めるとともに、販売強化策の実施により利益の確保および営業外収支の改善を

図り、中期経営計画並びに当期の経営計画を完遂し、業績の改善に全力を傾注してまいります。 



連 結 貸 借 対 照 表
（単位：千円…千円未満切捨て）

期　別 当 第 ３ 四 半 期 前 第 ３ 四 半 期 対前年同期

連結会計期間末 連結会計期間末

科　目 （平成17年12月31日現在）（平成16年12月31日現在）増 減 （平成17年３月31日現在）

（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産 1,857,110 1,800,467 56,643 1,898,452

現 金 及 び 預 金 500,023 457,392 42,630 515,524

受取手形及び売掛金 862,459 892,237△ 29,778 950,915

た な 卸 資 産 435,228 385,082 50,146 377,057

そ の 他 61,765 72,398△ 10,633 59,048

貸 倒 引 当 金 △ 2,365△ 6,643  4,277△ 4,092

固 定 資 産 4,996,931 5,104,522△ 107,591 5,097,216

有形固定資産 4,754,032 4,860,589△ 106,556 4,848,863

建 物 及 び 構 築 物 237,450 298,438△ 60,987 292,927

機械装置及び運搬具 207,781 253,623△ 45,842 245,441

工 具 器 具 備 品 40,240 44,935△ 4,695 45,069

土 地 4,258,411 4,258,411 ― 4,258,411

建 設 仮 勘 定 10,148 5,180  4,968 7,014

無形固定資産 1,511 1,511  ― 1,511

施 設 利 用 権 等 1,511 1,511  ― 1,511

投資その他の資産 241,387 242,421△ 1,034 246,840

投 資 有 価 証 券 119,613 99,190 20,423 106,762

長 期 貸 付 金 17,110 31,590△ 14,480 29,460

準 破 産 債 権 等 53,367 53,227 140 53,227

差 入 保 証 金 891,149 897,603△ 6,454 897,630

そ の 他 15,602 16,130△ 528 15,080

貸 倒 引 当 金 △ 855,456△ 855,320△ 136 △ 855,320

資 産 合 計 6,854,042 6,904,990△ 50,948 6,995,669

前 連 結 会 計 年 度

要約連結貸借対照表
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連 結 貸 借 対 照 表
（単位：千円…千円未満切捨て）

期　別 当 第 ３ 四 半 期 前 第 ３ 四 半 期 対前年同期

連結会計期間末 連結会計期間末

科　目 （平成17年12月31日現在）（平成16年12月31日現在）増 減 （平成17年３月31日現在）

（ 負 債 の 部 ）

流 動 負 債 706,976 618,071 88,905 681,421

支払手形及び買掛金 431,378 394,842 36,535 404,133

短 期 借 入 金 146,897 121,875 25,022 121,875

未 払 法 人 税 等 7,035 13,048△ 6,012 17,513

未 払 費 用 39,484 31,960 7,523 35,971

賞 与 引 当 金 13,800 ―  13,800 ― 

そ の 他 68,381 56,344 12,037 101,927

固 定 負 債 2,308,693 2,387,148△ 78,454 2,382,319

長 期 借 入 金 238,306 355,203△ 116,897 324,644

繰 延 税 金 負 債 10,238 9,554  684 8,850

退 職 給 付 引 当 金 325,490 286,440 39,049 312,720

再評価に係る繰延税金負債 1,701,393 1,701,393 ― 1,701,393

そ の 他 33,264 34,556△ 1,291 34,710

負 債 合 計 3,015,670 3,005,219 10,451 3,063,741

（ 資 本 の 部 ）

資　本　金 4,153,000 4,153,000 ― 4,153,000

資本剰余金 563,403 563,403 ― 563,403

利益剰余金 △ 3,402,539△ 3,340,442△ 62,096△ 3,307,208

土地再評価差額金 2,509,976 2,509,976 ― 2,509,976

その他有価証券評価差額金 15,080 14,072 1,007 13,036

自 己 株 式 △ 549 △ 238 △ 310 △ 280

資 本 合 計 3,838,371 3,899,770△ 61,399 3,931,927

負債及び資本合計 6,854,042 6,904,990△ 50,948 6,995,669

前 連 結 会 計 年 度

要約連結貸借対照表
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連 結 損 益 計 算 書

（単位：千円…千円未満切捨て）
期　　別 当第３四半期 前第３四半期 対前年同期 前 連 結 会 計 年 度

連結会計期間 連結会計期間 要約連結損益計算書

自 平成17年４月１日自 平成16年４月１日 自 平成16年４月１日

科　　目 至 平成17年12月31日至 平成16年12月31日増　　　減 至 平成17年３月31日

売　　上　　高 2,503,8062,543,481△ 39,674 3,450,107

売　上　原　価 1,815,8651,809,867 5,998 2,432,131

売 上 総 利 益 687,941 733,614△ 45,672 1,017,975

販売費及び一般管理費 703,684 706,499△ 2,814 957,406

営 業 利 益 ― 27,114△ 27,114 60,569
営 業 損 失 15,743 ―  15,743 ― 

営 業 外 収 益 15,106 14,335 770 26,624
受取利息及び受取配当金 1,671 1,995△ 323 2,356
そ の 他 13,434 12,340 1,094 24,268

営 業 外 費 用 16,461 23,023△ 6,562 30,912
支 払 利 息 8,091 10,569△ 2,478 13,666
手 形 売 却 損 3,974 5,513△ 1,539 7,048
そ の 他 4,396 6,939△ 2,543 10,197

経 常 利 益 ― 18,426△ 18,426 56,281
経 常 損 失 17,098 ―  17,098 ― 

特　別　利　益 1,425 5,260△ 3,834 4,152

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 1,114 2,975△ 1,860 2,140

保 証 債 務 戻 入 額 310 2,284△ 1,973 2,011

特　別　損　失 76,110 3,075 73,034 5,404

減 損 損 失 75,691 ―  75,691 ― 

投 資 有 価 証 券 評 価 損 135 ―  135 ― 
事 業 整 理 損 ― 151△ 151 151
固 定 資 産 除 却 損 他 284 2,924△ 2,640 5,253

税 金 等 調 整 前 当 期純 利益 ― 20,611△ 20,611 55,029
税 金 等 調 整 前 当 期純 損失 91,783 ―  91,783 ― 
法人税、住民税及び事業税 3,548 3,548 ― 4,731
当 期 純 利 益 ― 17,063△ 17,063 50,298
当 期 純 損 失 95,331 ―  95,331 ― 
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連 結 剰 余 金 計 算 書

（単位：千円…千円未満切捨て）
期　別

科　目
（資本剰余金の部）
資本剰余金期首残高 563,403 563,403 ― 563,403
　資本準備金期首残高 563,403 563,403 ― 563,403

資本剰余金期末残高 563,403 563,403 ― 563,403

（利益剰余金の部）
利益剰余金期首残高 △ 3,307,208△ 3,357,506 50,298△ 3,357,506
　欠損金期首残高 △ 3,307,208△ 3,357,506 50,298△ 3,357,506

利益剰余金増加高 ― 17,063△ 17,063 50,298
　当期純利益 ― 17,063△ 17,063 50,298

利益剰余金減少高 95,331 ―  95,331 ― 
　当期純損失 95,331 ―  95,331 ― 

利益剰余金期末残高 △ 3,402,539△ 3,340,442△ 62,096△ 3,307,208

至　平成17年12月31日至　平成16年12月31日

対前年同期

増　　　減

当第３四半期 前第３四半期

自　平成17年４月１日自　平成16年４月１日
連結会計期間 連結会計期間

前連結会計年度

自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日
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